
インフォメーション

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
振
興
課
（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
１
１
５

　

市
商
工
会

　

☎（
２
４
２
）０
７
３
３

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
人
が

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
は
加
入
す
る
時
だ
け
で
な

く
、
被
保
険
者
種
別
が
変
わ
っ
た

と
き
に
も
必
要
で
す
。
届
け
出
を

し
な
い
と
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た
り

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。
届
け

出
に
は
、
年
金
手
帳
と
印
鑑
が
必

要
で
す
。

▼
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー

タ
ー
、
無
職
の
人
な
ど

▼
第
２
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
会
社
員
、
公
務
員

　

市
内
中
小
企
業
の
新
規
採
用
社

員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
き　

４
月
16
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ

　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
２
階
研
修
室

▼
対
象

　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小

企
業
な
ど
の
採
用
後
１
年
未
満
の

社
員
（
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
習
会

は
採
用
後
１
年
以
上
の
人
も
参
加

で
き
ま
す
）

▼
内
容

　

社
会
情
勢
な
ど
の
講
義

　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
習
会

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

４
月
４
日
（
金
）

　

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

国
保
年
金
班
（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
８
３

　

熊
本
西
年
金
事
務
所

　

☎（
３
５
５
）３
２
６
１

　

後
納
制
度
は
、
過
去
10
年
間
に

納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
に
よ
り
将
来
の
年
金
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

ま
た
、
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ

た
人
は
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
で
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た

保
険
料
が
あ
る
人
は
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
後
納
制
度
は
平
成
27
年
９

月
30
日
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

す
で
に
後
納
制
度
を
申
し
込
ん

だ
人
は
、
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た

使
用
期
限（
平
成
26
年
３
月
31
日
）

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
使
用
期
限
ま
で
に
納
付
で
き

な
か
っ
た
人
で
４
月
以
降
の
納
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、
新
た
な
加

算
額
に
よ
る
納
付
書
を
発
行
し
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
１
１
）０
５
０

　

熊
本
西
年
金
事
務
所

　

☎（
３
５
５
）３
２
６
１

　

　

出
産
の
際
、
経
済
的
な
理
由
に

よ
り
入
院
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
低
額

の
費
用
で
入
院
助
産
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

・
市
民
税
非
課
税
世
帯

　
（
同
居
親
族
な
ど
も
含
む
）

※
利
用
施
設
・
自
己
負
担
額
な
ど

の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

子
育
て
支
援
課（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
５
９

　

小
規
模
工
事
登
録
制
度
は
、
市

が
発
注
す
る
小
規
模
工
事
（
維
持

工
事
、
修
繕
な
ど
の
実
施
金
額
が

50
万
円
以
下
で
内
容
が
軽
易
な
も

の
）
の
受
注
希
望
者
を
あ
ら
か
じ

め
登
録
し
、
発
注
の
際
に
は
積
極

的
に
業
者
選
定
の
対
象
と
す
る
制

度
で
す
。

　

今
回
は
平
成
26
年
度
、
27
年
度

分
の
登
録
申
請
に
な
り
ま
す
の

で
、
前
回
登
録
し
た
事
業
所
も
登

録
申
請
が
必
要
で
す
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

お
知
ら
せ

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

土
・
日
・
祝
日
は
除
く

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

財
政
課　

財
政
班
（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
６
６
７

　

向
学
心
に
富
み
有
能
な
素
質
を

有
す
る
学
生
・
生
徒
で
『
経
済
的
』

理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人
に

奨
学
金
の
貸
付
を
行
な
い
ま
す
。

▼
資
格

・
奨
学
生
の
保
護
者
が
市
民
で
あ

る
こ
と

・
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
高
等

学
校
お
よ
び
専
門
学
校
に
在
学

中
で
あ
る
こ
と

・
経
済
的
理
由
で
学
費
の
支
払
い

が
困
難
で
あ
る
こ
と

・
日
本
学
生
支
援
機
構
、
そ
の
他

（
地
方
公
共
団
体
・
公
益
法
人
・

学
校
法
人
な
ど
）
の
奨
学
金
の

貸
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

▼
条
件

・
貸
付
利
率
は
無
利
子

・
貸
付
金
の
償
還
が
遅
滞
な
く
で

き
る
こ
と

・
滞
納
し
た
場
合
、
延
滞
利
息
が

生
じ
る

▼
貸
付
期
間

　

奨
学
生
が
在
学
す
る
学
校
を
卒

業
す
る
ま
で

▼
登
録
条
件

⑴
市
内
に
本
社
の
法
人
登
記
が
あ

る
法
人
事
業
所

⑵
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
代
表

者
が
経
営
す
る
個
人
事
業
所

※
⑴
⑵
の
事
業
所
で
も
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
登

録
で
き
ま
せ
ん
。

・
市
内
に
主
た
る
事
業
所
ま
た
は

住
所
を
有
し
な
い
も
の

・
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
ま

た
は
破
産
者
で
復
権
を
得
て
い

な
い
も
の

・
合
志
市
競
争
入
札
参
加
資
格
者

名
簿
に
登
載
し
て
い
る
も
の

・
登
録
業
種
に
係
る
契
約
を
履
行

す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
、
免

許
を
有
し
な
い
も
の

・
市
税
な
ど
滞
納
し
て
い
る
も
の

▼
申
請
書
類

・
登
録
申
請
書
（
財
政
課
に
あ
り
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）　

・
登
録
希
望
業
種
を
履
行
す
る
た

め
に
必
要
な
資
格
、
免
許
な
ど

を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

・
商
業
登
記
簿
謄
本
の
写
し

　
（
法
人
の
場
合
）

・
印
鑑
証
明
書
（
法
人
の
場
合
）

・
住
民
票
（
個
人
の
場
合
）

・
完
納
証
明
書
（
市
税
な
ど
に
係

る
未
納
が
な
い
証
明
書
）

▼
受
付
場
所　

　

財
政
課
で
随
時
受
付

▼
貸
付
金
額

▼
提
出
書
類

　

①
奨
学
資
金
申
請
書
②
奨
学
生

推
薦
書
③
保
証
書
（
連
帯
保
証
人

２
人
）
④
家
族
調
書
⑤
家
族
全
員

の
住
民
票
（
世
帯
主
・
続
柄
の
記

載
の
あ
る
も
の
）
⑥
家
族
全
員
の

所
得
証
明
書
⑦
在
学
証
明
書

▼
申
請
期
間

　

４
月
１
日
（
火
）
〜
30
日
（
水
）

　

学
校
教
育
課
ま
で
提
出

※
申
請
希
望
者
は
、
個
別
に
制
度

や
書
類
の
書
き
方
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
の
で
、
学
校
教
育
課

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

学
校
教
育
課 

総
務
施
設
班

　
（
西
合
志
庁
舎
）　

　

☎（
２
４
２
）１
１
１
２

　

市
内
の
障
が
い
者
福
祉
施
設
で

行
な
わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
の
紹
介
や
製
品
な
ど
の
展
示
・

販
売
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
18
日
（
火
）

　

午
後
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
ロ
ビ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

障
が
い
福
祉
班

　
（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
４
９

　

４
月
か
ら
身
体
障
害
者
手
帳
の

認
定
基
準
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
経
過
措
置

　

３
月
末
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
診

断
書･
意
見
書
に
よ
り
６
月
末
ま

で
に
申
請
す
れ
ば
、
従
前
の
基
準

で
認
定
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
福
祉
総
合
相
談
所

　

☎（
３
８
１
）４
４
６
４

　

熊
本
県
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
別
最
低
賃
金
は
平
成
25
年

10
月
30
日
か
ら
、
産
業
別
最
低
賃

金
は
平
成
25
年
12
月
15
日
か
ら
効

力
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎（
３
５
５
）３
２
０
２

平
成
26
・
27
年
度
小
規
模
工
事

等
契
約
希
望
者
登
録
を
受
付

合
志
市
奨
学
資
金
貸
付
制
度

合
志
市
内
中
小
企
業
等

新
入
社
員
合
同
研
修
会

国
民
年
金

こ
ん
な
と
き
に
は
届
け
出
を

国
民
年
金
後
納
制
度
で

将
来
の
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

こ
れ
か
ら
出
産
す
る
人
へ

届出が必要なとき 異動の内容
20歳になったとき（厚生年金や共済組合
加入者を除く） 第１号被保険者となります

退職したとき（厚生年金や共済組合加入者
の場合）

第２号被保険者から第１号被保険者へ変更
（第３号被保険者に該当する場合を除く）

配偶者に扶養されていたが、配偶者が厚生
年金、共済組合を辞めたとき

第３号被保険者から第１号被保険者へ種別
変更

区
分

大学の学生・専門学校生
高等専門学校の第４学
年以上の学年に在学す
る学生を含む

高等学校の生徒
高等専門学校の第３学
年以下の学年に在学す
る学生を含む

国公立 私立 国公立 私立

金
額
月額
23,000 円

月額
30,000 円

月額
20,000 円

月額
23,000 円

障
が
い
者
福
祉
施
設

製
品
展
示
販
売
会

身
体
障
害
者
手
帳
の

認
定
基
準
が
変
わ
り
ま
す

３月まで ４月から
ペースメーカー
入れた人

一律１級に
認定

１、３、４級の
いずれかに認定

人工関
節を入
れた人

股関節
膝関節

一律４級に
認定

４, ５, ７級 , 非
該当のいずれか
に認定

足関節 一律５級に
認定

５～７級 , 非該
当のいずれかに
認定

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

地域別最低賃金

熊本県最低賃金 664円

産業別最低賃金

電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具など 717円

自動車・同附属品製造業、船
舶製造業・修理業など 767円

百貨店・総合スーパー 703円


